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研究成果の概要（和文）：   本研究は、移民外国人の社会統合問題について、その政治的 
            成員資格と新たなナショナル・アイデンティティをめぐる議論 
            に焦点を当て、ヨーロッパや日本をはじめとするアジア太平洋 
            地域の事例を比較地域的な観点から考察するものである。本研 

究の成果は、トランスナショナルなレベルにおける地域協力の 
取り組みについての議論が活発化する中、今後のわが国におけ 
る移民政策の基本的な方向性を模索する上での一助となるもの 
である。 

 
研究成果の概要（英文）： This study inquires into cases about issues of social integration  

of  immigrant foreigners regarding Europe and Asia-Pacific 
region, including Japan from a comparative and regional 
standpoint, focusing on their political membership. The results of  

                        this study help to search a fundamental course of Japanese 
policy on immigration from now on, in the animated discussions 
of various activities on regional cooperation with a transnational 
level. 
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１．研究開始当初の背景 
 グローバル化に伴う国民国家の変容の過
程で、欧米をはじめとする先進諸国の主権的
空間は、移民外国人という多くの「他者」を

その内に抱え込んでいる。国民国家に組織さ
れた世界において、移民は特殊な文化や民族
的出自を伴って越境し、受け入れ国における
イングループのアイデンティティに大きく
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「挑戦」する存在であると考えられる。最近
の研究では、こうした他者としての移民とイ
ングループとしての先住民との関係に着目
し、移民の他者化がその受け入れ国における 
ナショナル・アイデンティティの発展にどの
ような影響を与え得るものであるのかとい
う問題に関心が寄せられている。また、外国
人労働者の受け入れ国と送り出し国との間
に生じるいわゆる循環移民をめぐる問題が
国際社会の大きなテーマの一つになりつつ
ある。たとえば、欧米では旧ソ連東欧地域や
中南米地域からの、また、わが国ではＥＰＡ
（経済連携協定）による東南アジア地域から
の外国人労働者の流入をめぐる問題が、長期
的な視野に立った移民受け入れ国と送り出
し国双方の互恵的関係の構築という文脈で
語られるようになっている。 
 

２．研究の目的 
 本研究は、移民外国人の社会統合問題につ
いて、その政治的成員資格と新たなナショナ
ル・アイデンティティをめぐる議論に焦点を
当て、ヨーロッパや日本をはじめとするアジ
ア太平洋地域の事例を比較地域的な観点か
ら考察しようとするものである。本研究では、
ヨーロッパや日本など先進地域における移
民外国人の社会統合問題について、当該各国
の市民権政策や外国人の法的地位問題等の
考察を通じて、移民外国人の政治的成員資格
とそれに関わる新たなナショナル・アイデン
ティティをめぐる問題についての比較地域
的な考察を行うことを基本的な研究目的と
している。 
 
３．研究の方法 
 本研究の研究計画は、大別して、(1) 政治
的成員資格、アイデンティティおよび循環移
民に関わる問題を中心とした移民外国人の
社会統合問題についての理論・先行研究の整
理・考察、(2) 研究対象地域における移民外
国人の政治的成員資格に関わる施策、ナショ
ナル・アイデンティティの議論を踏まえた
「他者」としての移民および循環移民それぞ
れに関わる問題の実態についての調査と分
析、(3) これら調査・研究データの分析に基
づく研究対象地域における移民外国人の政
治的成員資格、ナショナル・アイデンティテ
ィおよび循環移民それぞれに関わる問題の
現状と課題についての比較的観点を交えた
実証分析、という踏まえるべき３つの主たる
段階から成っている。研究期間の３年間を通
じて、移民外国人の社会統合問題の研究に関
する３つの段階を踏まえることによって、ト
ランスナショナルな状況が惹起する移民外
国人の社会統合問題をめぐる一連の問題に
ついての考察を深め、かつ、そうした考察を
通じて、グローバル化による国民国家の変容

プロセスが進行する国際社会におけるこれ
からの民族共生の基本的な在り方の諸条件
について検討し、わが国をはじめとする当該
研究対象地域における移民外国人の社会統
合政策のあるべき道筋についての提言を行
うよう努めている。 
 
４．研究成果 
 本研究は、国民国家の枠組みを前提とする
従来の「内包（包摂）」と「排除」のそれを
超えたトランスナショナルなレベルにおけ
る議論を視野に入れつつ、労働力の国際移動
等によって惹起される当該先進諸国におけ
る移民外国人の社会統合問題についての比
較地域的な考察を行おうとするものであり、
こうした移民外国人の社会統合問題に関す
る比較地域的観点に基づく研究は、グローバ
ル化による国民国家の変容プロセスが進行
する国際社会におけるこれからの民族共生
の基本的な在り方を模索する上で、学術的な
それは言うに及ばず、政策的にも意義のある
ユニークな研究であるとあると考えられる。
特に、循環移民やディアスポラ・アイデンテ
ィティといった国境横断的なレベルにおけ
る問題をも考察の対象とする移民外国人の
社会統合問題に関する本研究の試みは、ＥＰ
ＡやＴＰＰといったトランスナショナルな
レベルにおける国境を越えた地域協力の取
り組みについての議論がますます活発化す
る中、開発途上の国々からの外国人に対する
労働市場の一部開放が現実のものとなりつ
つある昨今のわが国をとり巻く状況に対し
て学究的に応えようとするものであり、それ
故に、本研究は多文化共生施策のそれをはじ
めとする今後のわが国における移民政策の
基本的な在り方を模索する上での一定の価
値ある示唆を与え得るものであると考えら
れる。なお、本研究を終了するに当たって、
研究代表者と研究分担者の研究成果の一部
を一冊の報告書（全 138 頁）に纏めた。その
目次については、以下の通りである。 
 
序（研究組織一同） 
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Ⅶ 日本における外国人の存在とナショナル 
・アイデンティティ意識の変容可能性― 



 

 

外国人政策の近年の動向を踏まえて―（麻
野雅子） 

Ⅷ 国際私法と外国人政策（佐野寛）           
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